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令
和
三
年
二
月
某
日
、
消
防
団
員
と
し
て
模
範

と
な
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
第
六
分
団
の
伊

藤
良
勝
消
防
団
員
は
、
勤
務
中
に
発
見
し
た
傷
病

者
に
対
し
、
的
確
か
つ
迅
速
な
応
急
処
置
を
実
施

し
た
。
頭
部
を
負
傷
す
る
経
緯
を
視
認
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
頭
部
・
頸
部
を
動
か
さ
な
い
よ
う
傷
病

者
に
指
示
し
、
救
急
要
請
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、

意
識
確
認
等
の
観
察
を
継
続
し
、
救
急
隊
に
引
き
継

い
だ
。

　

こ
の
消
防
団
員
と
し
て
自
覚
あ
ふ
れ
る
行
動
に

対
し
、
消
防
団
長
表
彰
を
、
令
和
三
年
四
月
八
日

に
港
北
消
防
署
会
議
室
で
実
施
し
た
。
飯
田
消
防

団
長
か
ら
伊
藤
団
員
に
賞
状
を
交
付
し
、
伊
藤
団

員
の
輝
か
し
い
功
績
を
称
え
た
。
伊
藤
団
員
は
、

「
日
々
の
訓
練
の
お
か
げ
で
自
然
と
身
体
が
動
い

た
」
と
笑
顔
で
語
り
、
訓
練
の
成
果
が
身
を
も
っ

て
感
じ
る
機

会
と
な
り
ま

し
た
。

　

四
月
八
日
港
北
消
防
署
会
議
室
に
お
い
て

消
防
団
長
表
彰
に
続
い
て
、
令
和
三
年
四
月

期
昇
任
者
及
び
新
任
者
辞
令
交
付
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

該
当
者
は
昇
任
者
三
人
、
新
任
団
員
四
人

の
内
、
参
加
者
は
昇
任
者
と
し
て
嶋
村
副
団

長
、
第
三
分
団
第
六
班
大
和
副
班
長
、
新
任

団
員
と
し
て
第
五
分
団
第
五
班
紺
野
団
員
の

三
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

列
席
者
は
本
部
団
員
及
び
田
辺
第
五
分
団

長
に
よ
り
式
が
執
り
行
わ
れ
、
三
人
を
前
に

し
て
、
飯
田
団
長
に
よ
り
辞
令
を
読
み
上
げ

た
後
、
辞
令
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
各
分
団
長
全
員
が
列
席
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
密
集
を
避
け
る
た
め
、
参

加
新
任
団
員
所
属
の
分
団
長
の
み
列
席
し

ま
し
た
。

　

六
月
八
日
港
北
消
防
署
会
議
室
に
お
い
て
定
例
本
部
会
議
に
先

だ
ち
、
藍
綬
褒
章
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
春
の
藍
綬
褒
章
に
石
川
副
団
長
が
受
章
さ
れ
、
本
来

で
あ
れ
ば
皇
居
に
て
授
与
式
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
市
中
ま
ん
延
が
収
ま
ら
な
い
中
、
授
与
式
の

中
止
が
決
定
し
、
事
務
局
あ
て
賞
状
と
記
念
品
を
受
領
し
ま
し
た
。

　

飯
田
団
長
の
代
読
に
よ
り
賞
状
の
授
与
の
後
、
続
け
て
記
念
品

を
授
与
し
ま
し
た
。

　

授
与
式
終
了
後
に
石
川
副
団
長
を
中
心
に
本
部
団
員
と
と
も
に

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　今年度は、消防団員募集チラシをリニューアルしました。多くの方に
チラシを見てもらえるようポケットティッシュ用のチラシを作成、多く
の消防団員が入団してもらえることに期待してます。

　

辞
令
交
付
式
に
引
き
続
き
、
昨
年
度
の
十
二
月
以
降
に
入
団
し
た
新
任
団
員
で

本
研
修
未
受
講
者
を
対
象
と
し
た
、
研
修
会
を
実
施
し
た
。
当
日
は
第
四
分
団
第

一
班
竹
塲
団
員
、
第
五
分
団
第
三
班
渡
邉
団
員
、
第
五
分
団
第
五
班
紺
野
団
員
の

計
三
人
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
飯
田
消
防
団
長
の
開
式
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
中
山

消
防
団
係
長
に
よ
る
消
防
団
活
動
や
、
福
利
厚
生
に
つ
い
て
の
講
義
、
齋
藤
訓
練

部
長
に
よ
る
、
式
典
・
訓
練
時
に
用
い
る
基
本
的
な
礼
式
訓
練
の
指
導
を
行
っ
た
。

研
修
を
通
じ
て
、
消
防
団
員
と
し
て
の
心
構
え
と
、
地
域
貢
献
へ
の
意
欲
が
増
し

た
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
研
修
終
了
後
も
、
団
員
同
士
声
を
か
け
合

い
、
仲
を
深
め
る
行
動
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
三
密
対
策
や
感
染
予
防
対
策
を

考
慮
し
た
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
で
、安
全
な
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
に
伴
い
、
横
浜
国
際
総
合
競

技
場
で
男
子
サ
ッ
カ
ー
・
女
子
サ
ッ
カ
ー
が
開
催
さ
れ
、
港
北

消
防
団
は
港
北
消
防
署
と
連
携
し
、
特
別
警
戒
を
行
い
ま
し
た
。

　

期
間
は
七
月
二
十
二
日
よ
り
八
月
七
日
ま
で
の
試
合
開
催
日
、

八
日
間
十
一
試
合
を
対
応
し
ま
し
た
。

　

無
観
客
開
催
が
決
定
し
、
積
載
車
に
よ
る
競
技
場
周
辺
の
巡

回
警
戒
は
行
わ
ず
、
港
北
消
防
署
会
議
室
内
に
港
北
消
防
団
警

戒
本
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
男
子
決
勝
戦
ほ
か
四
試
合
に

つ
い
て
、
現
地
警
戒
本
部
に
飯
田
団
長
、
石
川
副
団
長
、
嶋
村

副
団
長
、
鈴
木
副
団
長
が
出
向
し
ま
し
た
。

　

警
戒
本
部
は
団
長
及
び
副
団
長
、
本
部
団
員
、
分
団
長
の
三

人
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
情
報
収
集
や
巡
回
警
戒
班
と
の
連
絡
体

制
の
構
築
を
図
り
ま
し
た
。

　

大
会
開
催
期
間
中
に
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
つ
つ
が
な
く
大

会
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
安
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し

て
お
り
ま
す
。

　

警
戒
本
部
運
営
に
際
し
て
、
２
０
１
９
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
の
本
部
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活

か
さ
れ
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
収
束
が
見
越
せ
な
い

中
、
本
年
度
港
北
消
防
団
夏
季
訓
練
会
は
全
分
団
が

集
結
し
た
訓
練
会
は
行
わ
ず
、
分
団
ご
と
に
訓
練
会

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
三
年
度
港
北
消
防

団
夏
季
訓
練
会
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
分
団
は
訓
練
内
容
を
精
査
し
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
、
感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

第
一
分
団
の
夏
季
訓
練
会
は
小
机
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
を
借
用
し
五
月
三
十
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
横
浜
市
に
ま
ん
延
等

防
止
措
置
発
出
中
の
た
め
、
町
内

会
等
地
域
住
民
へ
の
訓
練
披
露

は
行
わ
ず
、、
港
北
消
防
署
長
及

び
港
北
消
防
団
長
を
含
め
た
消

防
団
本
部
幹
部
団
員
並
び
に
第

八
分
団
長
の
み
観
覧
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
第
一
分
団
及
び
第
八

分
団
第
一
班
総
勢
五
十
人
に
て

行
わ
れ
、
訓
練
礼
式
、
基
本
結
索

訓
練
、
震
災
総
合
訓
練
の
順
番
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
や
部
隊
行
動
に
訓
練
礼

式
を
柿
﨑
訓
練
部
長
の
指
揮
の
も
と
実
施
し
た
後
、

物
品
や
身
体
に
ロ
ー
プ
を
用
い
て
つ
な
い
だ
り
、
固

定
す
る
基
本
結
索
訓
練
を
木
村
第
八
副
分
団
長
が
指

揮
を
執
り
ま
し
た
。

　

続
け
て
夜
間
の
地
震
発
生
に
対
応
し
た
震
災
対

応
訓
練
を
行
っ
た
。
倒
壊
建
物
か
ら
油
圧
ジ
ャ
ッ

キ
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し
て
取
り
残
さ
れ
た

二
人
を
救
出
、
仮
救
護
所
に
搬
送
し
、
心
肺
停
止

状
態
の
人
に
対
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
も
う
一
人
に
応
急

処
置
を
施
し
た
。

　

こ
の
訓
練
会
は
二
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
俊
敏
か

つ
適
切
な
活
動
を
披
露
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

六
月
十
三
日
新
吉
田
小
学
校
校
庭
に
お
い
て
、
第

六
分
団
夏
季
訓
練
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
他
の
分
団
同
様
、
ま
ん
延
防
止
重
点
措
置

期
間
中
の
た
め
一
般
の
観
覧
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

訓
練
参
加
者
は
第
六
分
団
及
び
第
八
分
団
第
六
班

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
多
第
八
分
団
訓
練
部
長
の
指
揮
に
よ
り
訓
練
礼

式
を
実
施
し
た
後
、
震
災
を
想
定
し
た
救
助
・
救
護

訓
練
を
栗
原
訓
練
部
長
の
指
揮
の
も
と
実
施
し
ま

し
た
。

　

神
奈
川
県
東
部
に
震
度
六
強
の
地
震
が
発
生
、
先

遣
隊
の
バ
イ
ク
隊
に
よ
り
倒
壊
家
屋
を
発
見
、
分
団

本
部
に
部
隊
派
遣
を
要
請
し
た
。

　

先
着
し
た
積
載
車
は
倒
壊
し
た
家
屋
の
障
害
物
を

エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
で
切
断
除
去
し
、
建
物
内
に
取

り
残
さ
れ
た
一
人
を
救
出
し
、
仮
救
護
所
に
搬
送
し

応
急
手
当
を
実
施
し
た
。

　

建
物
に
足
を
挟
ま
れ
た
一
人
は
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

を
使
用
し
て
救
出
、心
肺
停
止
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、

仮
救
護
所
に
搬
送
後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
を
実

施
し
た
。

　

続
い
て
、
長
瀬
副
分
団
長
の

指
揮
に
よ
り
、
可
搬
式
ポ
ン
プ

に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
、
す

べ
て
の
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
熱
中
症
予
防
対
策

の
一
環
と
し
て
、
消
防
訓
練
セ

ン
タ
ー
か
ら
借
用
し
た
ミ
ス
ト

発
生
器
付
扇
風
機
を
活
用
し
、

各
団
員
や
関
係
者
か
ら
好
評
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

七
月
十
八
日
篠
原
西
町
公
園
に
お
い
て
、
第
二
分

団
、第
八
分
団
第
二
班
と
篠
原
消
防
隊
と
連
携
し
た
、

遠
距
離
送
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
該
地
域
は
災
害
活
動
に
用
い
る
水
源
が
少
な
い
た

め
、
公
園
内
に
、
断
水
時
に
も
使
用
可
能
な
消
火
栓
が
二

基
設
置
さ
れ
て
お
り
、
消
火
栓
の
内
部
は
横
浜
市
内
で
初

め
て
二
口
取
水
可
能
な
も
の
が
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

訓
練
内
容
は
ガ
ン
タ
イ
プ
ノ
ズ
ル
を
活
用
し
た
四
十

ミ
リ
ホ
ー
ス
取
扱
い
訓
練
を
行
っ
た
後
、
百
ミ
リ
ホ
ー

ス
を
使
用
し
た
遠
距
離
送
水
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

新
井
副
分
団
長
の
指
揮
に
よ
り
、

四
十
ミ
リ
ホ
ー
ス
を
住
宅
内
部
な
ど

狭
い
場
所
で
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
回
す

こ
と
が
可
能
な
ホ
ー
ス
の
収
納
方
法

で
あ
る
狭
所
巻
き
の
作
成
方
法
を
説

明
し
、
各
班
員
は
実
際
ホ
ー
ス
に
通

水
さ
せ
、
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
峯
岸
副
分
団
長
の
指

揮
に
よ
り
、
可
搬
ポ
ン
プ
四
台
を

使
用
し
、
小
高
い
丘
の
上
を
出
火

点
と
想
定
し
、
公
園
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
百
ミ
リ

ホ
ー
ス
七
本
、
計
百
四
十
メ
ー
ト
ル
を
二
人
掛
か
り

で
ホ
ー
ス
に
折
れ
や
結
合
部
分
の
引
き
ず
り
に
注
意

し
な
が
ら
延
長
、
通
水
先
の
水
槽
に
送
水
し
、
貯
留

し
た
水
を
可
搬
式
ポ
ン
プ
で
加
圧
し
、
出
火
点
に
放

水
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

放
水
は
放
水
経
験
の
な
い
新
任
女
性
団
員
や
嶋
村

副
団
長
が
ガ
ン
タ
イ
プ
ノ
ズ
ル
を
活
用
し
階
段
を
進

入
し
放
水
活
動
を
行
い
ま
し
た
。　

　

想
定
し
う
る
大
規
模
災
害
に
対
す
る
心
構
え
を
改

め
て
実
感
す
る
機
会
を
得
る
、
貴
重
な
訓
練
を
今
後

も
継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

六
月
二
十
七
日
港
北
区
防
災
広
場
に
お
い
て
、
第

三
分
団
夏
季
訓
練
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
他
の
分
団
同
様
に
ま
ん
延
防
止
重
点
措
置

期
間
中
の
た
め
一
般
の
観
覧
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

訓
練
参
加
者
は
第
三
分
団
及
び
第
八
分
団
第
三
班

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
訓
練
部
長
の
指
揮
に
よ
り
、
訓
練
礼
式
、
基

本
結
索
訓
練
及
び
、
資
機
材
取
扱
訓
練
を
続
け
て
行

い
ま
し
た
。

　

続
け
て
夜
間
を
想
定
し
た
震
災
対
策
総
合
訓
練
を

港
北
指
揮
隊
及
び
港
北
第
二
消
防
隊
と
連
携

し
て
行
い
ま
し
た
。

　

港
北
区
内
に
震
度
五
強
の
地
震
が
発
災
し
、

一
部
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
火
災
が
発
生
、
先

行
の
積
載
車
が
分
団
本
部
に
状
況
を
報
告
す

る
と
と
も
に
増
強
要
請
を
依
頼
、
出
場
各
班

に
対
し
て
投
光
器
を
活
用
し
た
照
明
活
動
、

変
形
し
た
鉄
扉
を
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
に
よ

る
開
放
活
動
、
倒
壊
家
屋
か
ら
救
出
し
た
負

傷
者
に
対
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生

法
や
応
急
手
当
、
可
搬
式
ポ
ン
プ
及
び
港
北

第
二
消
防
隊
と
連
携
し
た
放
水
活
動
に
よ
り

火
災
を
鎮
火
さ
せ
一
連
の
訓
練
を
終
了
し
た
。

　

本
年
度
の
夏
季
訓
練

会
は
第
三
分
団
の
終
了

を
も
ち
ま
し
て
最
終

日
と
な
り
ま
し
た
。

 

本
来
、
実
施
予
定

で
あ
り
ま
し
た
第

二
分
団
、
第
四
分

団
、
第
五
分
団
及

び
、
第
七
分
団
に

つ
い
て
は
訓
練
当

日
雨
天
の
た
め
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
十
八
日
、
日
吉
消
防
出
張
所
に
お

い
て
第
五
分
団
災
害
対
策
情
報
受
伝
達
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
出
張
所
訓
練
室
に
分
団
本
部
を

開
設
、
簡
易
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
を
活
用
し
、

無
線
交
信
要
領
の
再
確
認
及
び
無
線
の
各

地
点
に
お
け
る
送
受
信
状
況
の
把
握
を
目

的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
分
団
本
部
か
ら
各
器
具
置
場
に
対

し
て
無
線
試
験
を
実
施
、
送
受
信
状
況
の

把
握
を
行
い
、
続
い
て
各
器
具
置
場
か
ら

積
載
車
を
出
向
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
受
け

地
域
を
巡
回
し
な
が
ら
分
団
本
部
に
向
け

て
無
線
を
発
信
し
、
送
受
信
状
況
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

　

各
器
具
置
場
か
ら
積
載
車
の
出
向
に
あ

わ
せ
て
、
無
線
機
を
携
行
し
た
各
班
員
が

持
ち
受
け
地
域
内
を
徒
歩
で
巡
回
し
、
傾

斜
地
な
ど
の
危
険
が
想
定
さ
れ
る
箇
所
を

確
認
し
つ
つ
、
各
積
載
車
と
無
線
交
信
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
を
通
じ
て
、
地
域
特
性

と
し
て
起
伏
の
あ
る
地
形
に
よ
る
不
感

地
域
な
ど
無
線
感
度
の
強
弱
を
分
団
内

で
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

九
月
十
一
日
菊
名
池
公
園
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
二
分
団
、
第
八

分
団
に
よ
る
水
害
対
策
に
お
け
る
水
難
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
着
衣
泳
お
よ
び
ゴ
ム
ボ
ー
ト
活
用
し
、
着
水
し
た

状
態
に
よ
る
え
い
航
を
行
い
ま
し
た
。

　

廣
井
第
二
分
団
長
の
指
示
に
よ
り
訓
練
を
開
始
、
佐
藤
篠
原
消
防
出

張
所
長
の
説
明
の
後
、
活
動
服

を
着
装
し
た
状
態
で
プ
ー
ル
に

入
水
し
、
着
衣
時
の
動
き
に
く

さ
と
衣
服
に
空
気
を
貯
め
た
時

の
浮
力
に
よ
る
身
体
保
持
の
重

要
性
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
装
着
し
た
状
態
で
入
水

し
、
救
助
者
役
の
団
員
を
ゴ

ム
ボ
ー
ト
に
乗
せ
、
先
導
役

に
転
落
防
止
用
の
検
索
棒
を

持
ち
な
が
ら
水
中
を
歩
行
し

ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
を
通
し
て
大
雨

に
よ
る
河
川
の
は
ん
濫
に
よ

る
活
動
だ
け
で
な
く
道
路
冠

水
時
の
避
難
困
難
者
に
対
す

る
救
助
に
対
し
て
有
効
な
活

動
で
あ
る
こ
と
を
消
防
団
内

で
情
報
共
有
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

 
第
一
分
団
夏
季
訓
練
会

 

第
三
分
団
夏
季
訓
練
会

 

第
六
分
団
夏
季
訓
練
会

 
第
二
分
団
遠
距
離
送
水
訓
練

 

第
五
分
団
災
害
対
策

情
報
受
伝
達
訓
練  

水
害
対
策
訓
練

編
集

後
記
　

令
和
三
年
度
に
入
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
当
初
の
型
か
ら
変
異
し
な

が
ら
市
中
に
広
が
り
、
収
束
が
見
込
め
な

い
状
況
の
中
、
無
観
客
開
催
と
い
う
形
態

を
採
り
な
が
ら
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
に
一
同
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
参
加
す
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
」
と
以
前
は
よ
く
言
わ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
大
会
を
振
り
返
り
、

そ
の
意
味
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

世
界
的
な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
、
気
象
変
動
に
よ
る
大
規
模
災
害
、
政

変
に
よ
る
国
家
不
安
定
化
な
ど
様
々
な
不

安
定
要
因
の
中
、
参
加
し
た
選
手
や
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
、
大
会
を
通
じ
て
メ

ダ
ル
の
色
だ
け
で
は
な
い
、
立
場
や
人
種

を
超
え
た
、
お
互
い
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
あ

う
姿
勢
を
画
面
越
し
か
ら
感
動
を
分
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
新
た
な
生
活

様
式
が
当
た
り
前
に
な
る
中
、
皆
様
の
安

寧
と
ご
多
幸
を
益
々
祈
念
し
つ
つ
、
筆
を

納
め
ま
す
。　
　
　
　
　
　

   

（
事
務
局
）

第 22 期編集委員

火災発生状況           令和3年9月20日㈪現在
年　別 令和3年 令和 2年 増△減
件　数 40 37 3

火
災
種
別

建 物 28 15 13
林 野 0 0 0
車 両 1 1 0
船 舶 0 0 0
航 空 機 0 0 0
そ の 他 11 21 △ 10

損

害

床 面 積 1,000 88 912
死 者 4 0 4
焼 死 者 4 0 4
放 火 自 殺 0 0 0
負 傷 者 9 3 6

主な出火原因
年　別 令和3年 令和 2年 増△減

1 た ば こ 8 2 6
2 こ ん ろ 7 4 3
3 放火（疑い含む） 6 18 △ 12
4 電 気 機 器 4 1 3
5 マッチ・ライター 2 0 2

港北区内の火災情報  

本
　
　
部
　
鈴
木
　
基
祥

（
編
集
顧
問
）　

本
　
　
部
　
齋
藤
　
信
之

（
編
集
委
員
長
）

第
一
分
団
　
窪
倉
　
　
敏

第
二
分
団
　
峯
岸
　
義
孝

第
三
分
団
　
小
泉
　
　
守

第
四
分
団
　
鈴
木
　
　
智

第
五
分
団
　
酒
井
　
　
誠

第
六
分
団
　
長
瀬
　
一
夫

第
七
分
団
　
西
山
　
裕
一

第
八
分
団
　
畑
野
　
悦
子


